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研究成果の概要（和文）：世界神話の基本的な二元構造を日本神話、ギリシャ神話、エジプト神話、インド・イラン神
話、オセアニア神話、シベリア神話、アメリカ神話などにさぐった。
明暗、水中の火、愛の二元性、罪と罰、異界と常世などのテーマでシンポジウムをおこない、それぞれの論文集を刊行
した。生死、善悪の問題はそのつど検討された。最後は聖と穢れについて総括討論会をおこなった。その結果、世界神
話は聖なるものを水中の火のような矛盾した概念のなかに追及するものであることがあきらかになった。

研究成果の概要（英文）：We studied on the binary structure of the universal mythology, for exemple, the ja
panese mythology, the greek mythology,the egyptian mythology, the indo-iranian mythology, the oceanian myt
hology,the siberian mythology, the american mythology. 
We organized the symposium on the clair-obscure, the fire in the water, the binary structure of the love, 
sin and punishment, another world and paradise, and published the proceedings. At the last workshop, we de
bated on the notion of the holyness.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
① 研究の学術的背景 

世界の神話を海洋神話、天空神話という

視点から検討してきた経緯をふまえ、そこ

に入らない世界である地底や、観念的な他

界を取り上げると、そこから、生と死、光

と闇、という倫理的、形而上的問題がでて

くるが、そのような見方は世界の神話学で

はこころみられていなかった。世界神話の

概観にあたって、海でも地上でも空でもな

いもの、それは物質的な地下世界というだ

けではなく、死後の世界であり、悪の問題

をはらんだ世界である。それを追求してゆ

くことは、いままでの海や空といった目で

みえる世界に展開する自然の事象の神話か

ら、死や悪といった観念的な世界へはいる

ことだが、そこから世界神話に共通する二

元対立の構造があきらかになってくる。世

界の神話学会ではキリスト教の唯一神体制

からくる単一世界の観念が主流で、二元構

造は取り上げられてこなかった。エリアー

デも天空神中心の神話構造を世界の神話に

適用しようとした。デュメジルの三機能説

も地上の世界を説明しても死の世界を説明

するものではない。 

しかし、善悪、天地、光と闇という対立

する二つの原理の葛藤は汎神論の神話でも

唯一神教でも共通して重要な問題として存

在している。これは宗教学では基本的な問

題だが、神話学では閑却されてきたもので

ある。そもそも原初の混沌の海に宇宙卵が

うかんでいたのが、二つに割れて天地がで

きたとすることがおおいが、そのあと、そ

の天と地がまじわって日月や雨風を生んで

ゆくのであり、男女の結合による世界創造

が展開する。そのさい、その男女の性も天

と地というように対立的に認識されるのが

普通で、創造原理を男女の結合に帰着させ

るとともに、そこに陰陽、高低などの観念

も対応させるのである。キリスト教でもサ

タンや地獄の問題があり、至高神のいる世

界でもかならずそれに対立するものがいる。

「悪」の問題である。 

そしてギリシャでもメソポタミアでも、

つねに神々は自然の威力にたいして闘って

いる。その自然と人間との闘争の根底には

最初に天と地が生まれ、以後、その二つの

力が対立葛藤しながら世界をつくっていっ

たとする二元論がある。そしてまた、神話

的想像の母胎である宗教観における生死、

善悪の問題がある。神話の宗教学である。 

世界がどうやってうまれたかという謎に

対する答えとしての神話が、必然的に世界

の終末はどのようなものであるのかという

問題にも答えをせまられる。北欧のラグナ

レク神話や聖書の黙示録がそれだが、そこ

でも神々と自然の力との闘争が最後までつ

づいていたことが知られる。地底にとじこ

めていた「悪」がそのいましめをやぶって

地上にでてくることは、人間の奥底にひそ

む本能や悪が文化的な抑制意思をはねのけ

て表面に噴出することで、神話における「暴

力」の問題にもそれは関係してくる。 
 
２．研究の目的 
世界の神話はそもそも自然の猛威をあらわ

した巨人たちとの戦いであるギガントマキ

アや、ティアマトとマルドゥクの戦い、黄

帝とシユウの戦いなどを語っており、その

神々と自然との闘いが人間同士の戦いであ

るトロイ戦争やマハーバーラタの戦いにひ

きつがれてゆくのだが、それはすべて、天

地が分かれたときからの二元論的対立構造

の帰結であり、戦争や暴力こそ、神話の第

一の主題だった。ここではまず『戦の神話』

の視点から世界神話を再検討することをめ

ざした。世界神話の始まりに記述される

神々と自然との闘いを比較対照させ。 

世界神話でも、ここではメソポタミア、

ギリシャ、インド、中国、日本の大神話を

中心にし、シベリア、オセアニア、イスラ



ム、アメリカの神話を比較検討した。 
 
３．研究の方法 
本研究では個々の研究者がそれぞれのフ

ィールドで研究し、その成果を年二回のシ

ンポジウムにもちより、各年ごとに総括を

しながら５年間の研究を推進した。夏は国

際シンポジウムとし、冬は国内での予備的

なシンポジウムとした。メンバーの個別調

査はその二回のシンポジウムおよび共同研

究書に集約する。この毎年のシンポジウム

には国内からは 20 名前後の報告と、数名

のコメンテーターを招いてきた。木村がア

メリカの南北の先住民を、後藤がオセアニ

アを、荻原がシベリア、岡本がイスラム世

界、小南が漢民族、廣田が中国少数民族、

依田が朝鮮、山田が台湾、丸山が沖縄、中

根が日本の中古、吉田、松村が理論、など

を分担した。 

シンポジウムは「光と闇」「他界と地獄」

「善と悪」などのテーマで毎年の研究とシ

ンポジウムを計画した。このシンポジウム

のプロシーディングは原稿集として事前に

印刷して会場で配布したが、議論をふまえ

て、書き直したものをその後の雑誌の特集

や、論文集などに発表した。 
 
４．研究成果 
世界神話の二元構造の研究として、明暗、水
と火、愛と反愛、罪と罰、などを検討し、世
界中の神話にその種の二元構造がみられる
ことを確認した。最終年度には異界と常世と
して、死後世界の二重性、二元性をあきらか
にした。これは天界と地獄の二元性ではなく、
日本的な観念としての常世が、異界とことな
ったところとして世界的に認識される点に
焦点をあてて、本質的二元性を追求したもの
である。 
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